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＜研究概要＞ 
 

非静水圧準三次元解析法（Q3D-FEBS）と，石礫河川の掃流砂・浮遊砂の非平衡流

砂運動を取り込んで河床変動解析を行うとともに，サクションによる河岸の安定機

構と崩落土砂の堆積過程を考慮した石礫河川の河岸・堤防侵食の解析手法を構築す

る．さらに常願寺川現地実験および現地石礫河川を対象に本解析手法の有効性を検

証するとともに，本解析手法により河岸・堤防侵食の危険箇所等を検討するための

課題等を明らかにする． 

＜事後評価指摘事項＞ 
 

Ａ評価のためコメントなし 

※ 評 価 基 準                               

Ａ：研究目的は達成され、十分な研究成果があった。

Ｂ：一定の研究成果があった。 
Ｃ：研究成果があったとは言い難い。 


